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質
問　

国
の
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
事
業
は
反

対
も
多
い
が
、
影
響
は
。

　

答
弁　

４
月
か
ら
９
月
の
宿
泊
者

数
は
前
年
比
30
％
だ
っ
た
が
、
Ｇ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
が
ス
タ
ー
ト
し
た
10

月
以
降
は
旅
行
者
が
増
え
、
教
育
旅

行
の
団
体
客
な
ど
に
よ
り
平
均
80
％

と
な
っ
た
。
一
定
程
度
の
効
果
は
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

質
問　

高
田
松
原
津
波
復
興
祈
念

公
園
の
こ
の
１
年
の
状
況
は
。

　

答
弁　

11
月
末
現
在
、
津
波
伝
承

館
は
約
27
万
人
、
道
の
駅
が
約
68
万

人
の
来
場
と
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
っ
た

が
、
指
定
管
理
者
を
中
心
に
テ
ナ
ン

ト
業
者
等
が
満
足
度
の
向
上
に
努
め

好
評
を
得
て
い
る
。

　

質
問　

津
波
伝
承
館
の
今
後
の
方

向
性
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

修
学
旅
行
の
新
た
な
目
的

地
に
選
ば
れ
、「
防
災
や
減
災
」「
命

の
大
切
さ
」
な
ど
を
学
ぶ
姿
が
見
ら

れ
た
。
本
市
が
目
指
す
「
防
災
・
減

津波伝承館内での説明

津
波
伝
承
館
の
方
向
性
は

　
　

防
災
・
減
災
学
ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド
に

災
を
学
べ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
」
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
。

地
域
経
済
循
環
は

　

質
問　

地
域
経
済
循
環
調
査
で
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
何
か
。

　

答
弁　

市
内
事
業
者
お
よ
び
消
費

者
の
物
や
サ
ー
ビ
ス
の
調
達
か
ら
お

金
が
ど
れ
だ
け
地
域
内
で
循
環
し
、

地
域
外
に
漏
れ
て
い
る
か
の
「
見
え

る
化
」を
目
的
に
調
査
し
た
。市
内
調

達
率
は
、
消
費
者
レ
ベ
ル
で
野
菜
や

魚
介
類
は
約
６
割
、米
は
３
割
程
度
、

事
業
所
レ
ベ
ル
で
、
飲
食
・
宿
泊
業

の
野
菜
や
魚
介
類
は
約
３
割
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
今
後
、
農
林
漁
業
者

と
商
工
業
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
消
費

者
へ
の
Ｐ
Ｒ
機
会
を
検
討
す
る
。

資
金
貸
付
の
利
用
は

　

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
の
下
で
突
然
の
生
活
難

も
危
惧
さ
れ
る
が
、
小
口
資
金
貸
付

な
ど
の
利
用
実
績
は
。

　

答
弁　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
、
休
業
等
に
よ

る
収
入
減
の
世
帯
が
対
象
。
緊
急
小

口
資
金
は
10
万
円
以
内
、
休
業
等
特

例
の
場
合
20
万
円
以
内
。
総
合
支
援

資
金
は
２
人
以
上
世
帯
が
月
20
万
円

高
田
小
の
教
育
環
境
は

　
　

諸
課
題
を
検
討
・
分
析
し
対
応
す
る

高田小学校

藤倉 泰治
 （日本共産党）

　

質
問　

高
田
小
学
校
校
舎
内
の
湿

気
や
カ
ビ
発
生
の
対
策
は
ど
う
か
。

　

答
弁　
令
和
元
年
に
１
階
の
教
室

な
ど
一
部
で
カ
ビ
が
確
認
さ
れ
、
業

農
業
テ
ー
マ
パ
ー
ク
・
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
ラ
ン
ド
、
高
田
地
区
中
心
市

街
地
に
ホ
テ
ル
建
設
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
自
動
車
部

者
に
よ
る
清
掃
後
に
安
全
を
確
認
し

て
使
用
し
た
。
令
和
２
年
８
月
過
ぎ

に
再
度
発
生
し
、
現
場
調
査
を
し
た

が
原
因
把
握
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

現
在
、
専
門
の
大
学
教
授
に
調
査
を

依
頼
し
て
い
る
。
専
門
家
の
指
導
を

受
け
て
必
要
な
対
策
を
検
討
す
る
。

　

質
問　

校
庭
か
ら
の
砂
ぼ
こ
り
の

対
策
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

水
は
け
の
良
い
細
か
い
粒

子
の
砂
を
使
用
し
て
い
る
が
、
強
風

時
に
校
舎
内
や
近
隣
住
宅
に
飛
ん
で

い
る
。
校
庭
の
東
側
に
防
砂
ネ
ッ
ト

を
張
り
、
粒
子
の
大
き
い
砂
を
入
れ

る
対
策
を
講
じ
た
。
そ
の
上
で
散
水

な
ど
可
能
な
対
策
を
今
後
も
行
う
。

企
業
誘
致
と
産
業
振
興
は

　

質
問　

新
た
な
企
業
誘
致
の
進

捗
と
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

気
仙
町
の
長
部
地
区
に

食
料
品
製
造
会
社
、
今
泉
地
区
に

品
関
連
企
業
や
陸
上
養
殖
、
フ
ル

ー
ツ
パ
ー
ク
な
ど
の
立
地
に
つ
い

て
協
議
中
で
あ
る
。

　

質
問　

滝
の
里
工
業
団
地
な
ど

へ
の
企
業
誘
致
策
と
し
て
企
業
側

に
有
利
な
条
件
を
提
案
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
か
さ
上
げ
地
の
活

用
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

復
興
特
区
制
度
や
国
の

津
波
立
地
補
助
金
が
活
用
で
き
る

見
込
み
で
事
業
所
立
地
に
向
け
た

相
談
や
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

か
さ
上
げ
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
令
和
４
年
１
月
以
降
に
用
途
地
域

の
変
更
を
検
討
し
て
い
る
。

道
路
整
備
と
安
全
確
保
は

　

質
問　

緊
急
車
両
が
通
行
で
き

な
い
狭
い
市
道
、
未
舗
装
路
の
改

良
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　

答
弁　

未
改
良
市
道
は
、
緊
急

車
両
な
ど
が
通
行
で
き
る
よ
う
、

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
緊
急
度

や
優
先
度
を
考
慮
し
な
が
ら
改
善

に
努
め
る
。

　

質
問　

児
童
生
徒
の
通
学
路
の

整
備
と
安
全
確
保
は
。

　

答
弁　

各
小
中
学
校
へ
街
路
灯

の
設
置
希
望
箇
所
に
つ
い
て
調
査

中
。
危
険
箇
所
の
把
握
は
、学
校・

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
交
通
安
全
協
会
・

警
察
署
・
各
道
路
管
理
者
・
市
関

係
課
で
連
携
し
、
通
学
路
合
同
点

検
を
実
施
し
て
い
る
。よ
り
安
心・

安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
引
き
続

き
学
校
と
地
域
の
連
携
を
図
る
。

伊藤 勇一
 （碧　い　風）

木村　聡 
（とうほく未来創生）

　
　

質
問　

文
部
科
学
省
の
方
針
が
変

わ
り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
各
学
校
が

地
域
ご
と
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。市
教
委
と
し
て
の
評
価
は
。

　

答
弁　

全
国
学
力
調
査
や
県
の
学

習
定
着
度
状
況
調
査
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
と
各
校
か
ら
の
学
校
評
価
結
果

で
評
価
し
て
い
る
。

　

質
問　

学
校
ご
と
の
質
的
評
価
が

よ
り
重
要
で
は
な
い
か
。

　

答
弁　

現
段
階
で
は
、
国
や
県
の

指
標
を
も
と
に
し
て
い
る
が
、
今
後

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
も
あ

る
の
で
、
地
域
で
ど
ん
な
子
ど
も
を

育
て
た
い
の
か
な
ど
、
議
論
を
積
み

上
げ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

　

質
問　

市
教
委
と
市
長
部
局
と
の

連
携
も
重
要
で
は
な
い
か
。

　

答
弁　

経
済
や
社
会
の
仕
組
み
を

扱
う
こ
と
が
重
要
。
社
会
勉
強
的
な

メ
ニ
ュ
ー
な
ど
検
討
し
た
い
。

環
境
と
経
済
の
統
合
は

　

質
問　

地
域
循
環
共
生
圏
と
は

環
境
と
経
済
を
統
合
的
に
向
上
さ

せ
、「
新
し
い
成
長
」
を
目
指
す

備
は
行
政
が
主
導
す
べ
き
で
は
。

　

答
弁　

調
査
委
託
し
た
報
告
書

に
住
田
町
と
連
携
し
て
気
仙
川
の

栄
養
分
が
循
環
す
る
取
り
組
み
に

向
け
た
提
言
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

海
岸
の
清
掃
活
動
を
し
て
い
る
マ

リ
ン
キ
ッ
ズ
で
も
植
林
活
動
が
で

き
な
い
か
検
討
中
で
あ
る
。

高田東中学校におけるキャリア教育の様子

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
現
状
は

　
　

地
域
と
議
論
し
な
が
ら
進
め
る

も
の
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

答
弁　

将
来
的
な
視
点
で
は
資

源
循
環
と
経
済
循
環
は
強
く
結
び

つ
く
可
能
性
を
持
つ
と
認
識
し
て

い
る
。
本
市
で
は
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
循
環

型
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
設

置
、
地
域
経
済
循
環
の
調
査
、
陸

前
高
田
し
み
ん
エ
ネ
ル
ギ
ー（
株
）

の
取
り
組
み
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

質
問　

環
境・
経
済・
社
会
を
総

合
的
に
向
上
さ
せ
て
い
く
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
を
現
在
策
定
中
の
環

境
基
本
計
画
に
盛
り
込
め
な
い
か
。

　

答
弁　

市
民
主
体
で
考
え
る
必

要
が
あ
り
、
策
定
委
員
会
の
中
で

協
議
し
て
い
く
。

水
産
業
計
画
の
重
点
は

　

質
問　

水
産
業
振
興
計
画
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
方
針
が
あ
る
が
、
数

値
目
標
は
水
揚
げ
量
や
担
い
手
の

数
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
目
標
を

設
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答
弁　

各
基
本
方
針
に
沿
っ
た

施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
、
水
揚

げ
量
「
年
１
％
程
度
の
増
産
」
を

掲
げ
て
い
る
。
今
後
は
方
針
ご
と

の
指
標
設
定
も
視
野
に
水
産
業
振

興
協
議
会
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

質
問　

中
長
期
的
な
環
境
の
整

以
内
の
貸
付
が
受
け
ら
れ
、
償
還
時

に
住
民
税
非
課
税
の
世
帯
は
償
還
免

除
で
き
る
。
３
月
か
ら
10
月
ま
で
の

貸
付
件
数
は
、
緊
急
小
口
資
金
22
件
、

総
合
支
援
資
金
６
件
と
な
っ
て
い

る
。
生
活
福
祉
資
金
と
し
て
社
会
福

祉
協
議
会
で
申
し
込
み
が
で
き
る
の

で
引
き
続
き
周
知
を
図
っ
て
い
く
。


